
 

 

 共同編集機能、提出機能 

 中学校 第1学年 理科 

「いろいろな生物とその共通点」（ア）生物の観察と分類の仕方 
 

（１）ねらい 身近な動物をどのような特徴に着目して分類したかについて説明し合う活動を通して、動物の体のつ

くりに着目すると、より確かな根拠をもって分類できることに気付き、自分の分類結果について再検討

することができる。 

（２）評価規準  動物の体のつくりに着目すると、より確かな根拠をもって分類できることに気付き、自分の分類結果

について再検討している。(主体的に学習に取り組む態度) 

（３）学習展開 （１／５） 

過程 学習活動 教師の指導・援助（留意点） 
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１ 自分とメダカは仲間であるか考え、その根拠となる特徴を交流

する。 

・ 自分は陸、メダカは水中で生活します。 

・ 自分はお母さんから産まれた。メダカは卵で生まれます。  

 

 

 

２ 個人で動物を分類する 

・ どこで生活しているかで分け  

てみます。 

・ 生まれ方で分けてみます。 

・ 体のつくりで分けてみます。 
 

３ 分類結果を班で共有する 

・ エラで呼吸するか、肺で呼吸す

るかで分類しました。 等 
 

４ 班内で納得できた分類を選び、その理由を班→全体で共有する。 

・ お母さんから産まれるか卵で産まれるかは動物によって決まっ

ているはずだから、生まれ方に着目した分類に納得できます。 

・ エラで呼吸するか肺で呼吸するか、一部分からない動物がいる

けれど、多分決まっていると思うから、呼吸の仕方に着目した分

類は納得できました。 
 

５ 気付いたことを基に、自分の分類を再検討する。 

・ 体の表面のつくりに着目して分類すると、うろこがあるか、毛が

あるかなどで分けられるから納得できました。 

・ 呼吸の仕方に着目すればよさそうだと思ったけれど、カエルは

おたまじゃくしの頃はどうやって呼吸するのだろう。 
 

６ 本時の振り返りを行う。 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

【ICT活用の工夫】 

・ Jamboardに納得できた理由を付箋

で書き込むように伝える。 

【ICT活用の工夫】 

・ 複数の動物の写真を用いて動物カ

ードを作成し、それらを配置した

Google JamboardをClassroomにて

生徒に配付する。班ごとに 1 つの

Jamboardを割り当てる。 

身近な動物を分類するには、どのような特徴に着目するとよ

いだろうか。 

協働学習 
支援ツール 

【中・理科】 

 

はじめは食べ物の違いで分類していました。しかし〇〇さん

の「メダカなどはエラで呼吸、カエルなどは肺で呼吸している

から、体のどこで呼吸するかで分類した」という発言から、体

のつくりの特徴で分類すると正しく分類できそうだと思いまし

た。 

【ICT活用の工夫】 

・ 本時の振り返りの場面で Forms を

使用する。ルーブリック評価を位置

付け、本時のどのような場面で「でき

た」「分かった」のかという視点で振

り返りを行うようにし、自己の学習

を調整する力を見取り、評価する。 


